
（科目コード ： 2000920141Y2）
【改訂】第26版（2014-03-13）
【科目】歴史
【科目分類】 一般科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】通年・2単位
【対象学科・専攻】 2組  1年
【担当教員】 前期：石関　正典

後期：石関　正典

【授業目標】
□現代世界の歴史的背景を学習することにより、現代世界の課題を見出し、その解決に向けて思考し、行動するため
の基礎的な知的訓練を積むことができる。
□世界の国々の文化や社会の歴史的背景を学ぶことにより、グローバル化の時代にふさわしい教養・知識を身につけ
ることができる。
□現代の日本とは異なる過去の社会や人々の生活を学ぶことにより、物事について多様な角度からアプローチするた
めの訓練を積むことができる。
□歴史における人類の偉業ならびに愚行について考察することにより、これからの世界を形作るうえで必要な教訓を
得ることができる。

【教育方針・授業概要】
・授業は主に講義形式で行なう。指定の教科書・資料集を用いて、主に近代以降の世界史に重点を置いて学習する。
・とくに後期の範囲では、日本史との関連にも留意して、授業を進める。
・基本的な歴史的事実を学習した後、担当教員との質疑応答のやり取りをつうじて、講義内容の理解を深めていく。
学生には積極的に発言・質問することを期待する。
・授業中配布する資料や文章を読んだり、レポートを作成したりすることにより、思考力や文章表現力を鍛える。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：高校世界史Ｂ：山川出版社
資料集：グローバルワイド最新世界史図表：第一学習社

【成績評価方法】
[前期]中間試験：20％,期末試験：20％,課題など：10%
[後期]中間試験：20％,期末試験：20％,課題など：10%

【本校の学習・教育目標】
◎(A-1) 人文社会系の科目の学習を通じて、人間文化と社会生活について理解する。



【授業計画】（歴史）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

１回 ガイダンス 世界史概観

２～３回 産業革命 ・世界で最初の産業革命は何故イギリスで起ったか。

・産業革命は、経済や人々の生活をいかに変えたか。

４回 アメリカの独立 ・北米植民地とイギリス

・独立戦争

・合衆国憲法の制定

５～７回 フランス革命 ・旧制度下のフランス

・立憲君主政から共和政へ

・皇帝ナポレオン

・「国民意識」の形成

８回 前期中間試験

９～１０回 19世紀のヨーロッパ ・ウィーン体制

・1848年の革命

・イギリスの自由主義的改革

・ドイツの統一

１１回 19世紀のアメリカ合衆国 ・南北戦争を中心に

１２～１３回 19世紀の西南アジア ・オスマン帝国の衰退

・エジプトの改革と挫折

・インドの植民地化

１４～１５回 19世紀の東アジア ・アヘン戦争

・太平天国の乱

・洋務運動の展開

１６～１７回 帝国主義時代の東アジア ・変法運動

・義和団事件

・韓国併合

・辛亥革命

１８回目 帝国主義 ・世界分割と列強の対立

１９～２０回 第一次世界大戦とロシア革命 ・第一次世界大戦と戦時外交

・総力戦と大戦の結果

・ロシア革命

２１～２２回 ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 ・ヴェルサイユ体制とワシントン体制

・国際協調の時代

・1920年代の欧米諸国

２３回 後期中間試験

２４～２６回 20世紀前半のアジア ・第一次世界大戦とアジア

・インドの独立運動の展開

・中国：国民党と共産党

・満州事変と日中戦争

２７～３０回 世界恐慌・ファシズム・第二次 ・世界恐慌とニューディール政策

世界大戦 ・ナチス＝ドイツの台頭

・第二次世界大戦の勃発

・ヨーロッパの戦争、独ソ戦

・太平洋戦争

・大戦の終結


